
第２学年 理科「気象とその変化」

１．育成を目指す安全に関する資質・能力（児童が自ら命を守るために必要な知識・技能）

防災情報を体系的に理解して入手し、早めの準備、安全行動をとれる

（１）風水害は登下校時の道路環境を変えることがあることを理解し、危険を的確に

判断し、安全な行動ができるようする。

（２）風水害には二次的な土砂災害も含まれるので、地域の自然環境も理解する。

（３）注意報・警報・特別警報の意味や避難勧告・避難指示等の発令を理解する。

２．目標

自らの問題として、日頃からの備えや適時適切な防災気象情報の入手とその情報を活

用した安全行動を事前にシミュレートする

３．他教科・領域とのつながり（教科等横断的な視点でのカリキュラム）

社会科（小学校３年：地理的環境と人々の生活）

４．単元構想（全５時間）

（１）事前指導（１時間）

自宅・通学路などにおける災害（土砂災害・洪水・浸水など）が想定される個所を把握

する。（個人学習）想定した箇所をもとに、想定される被害等を具体的に考え、意見交

流する。（班学習）

（２）気象庁によるワークショップ（３時間）

「経験したことのない大雨 その時どうする」

①講義（質疑を交えながら）・グループワークの進め方の説明

②グループワーク１・２

③グループ発表（グループ間の質疑を含む）、まとめ、講評

④アンケート

自然の恵みと気象災害

気象現象がもたらす恵みと気象災害について調べ、これらを天気の変化や日本の

気象と関連付けて理解すること。
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安全教育実践例（災害安全：気象災害）



（３）事後指導（１時間）

理科の既習内容のレポート（学びマップ）に、学習内容を追記しまとめる。

５．評価

（１）アンケート結果（７件法における肯定的評価の変容）

（２）レポート（学びマップ）内容

項目 学習前 学習後

大雨に備えて普段から準備することが大切だ ８３％ ９４％

大雨災害から身を守るための知識を持っている ６１％ １００％

気象庁が発表する注意報と警報の区別がつく ７８％ ９４％

大雨によって、自分の住んでいる地域のどこがどのように危険にな

るのか調べている
５６％ ８３％

普段から気象情報を活用している（活用したい） ６７％ １００％

大雨災害について友達や家族と頻繁に話し合っている（合いたい） ２２％ ８３％


